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　コツ４：大事な箇所は繰り返す。相手は人間であり、聞いたことは忘れる。
したがって大切な話は繰り返すといった実にシンプルなコツである。
　コツ５：断定的な口調は避ける。断定的な言い方は相手が反感を感じてし
まうかもしれない。
　このように自分の考えを伝えるためのコツが、多く紹介されている。横並
びで頑張っていれば安心という時代は終わり、世はグローバル社会。自分の
意見をきちんと持ち、それを伝え、議論することが出来なければ存在感がな
くなってしまう時代である。謙虚な姿勢や場の空気を読む心配りは、日本人
の美徳である。先日、生徒と共に香港で販売実習を行った。日本とは正反対
で自分の主張をしなければ誰も気付いてくれない。そんな雰囲気が漂ってい
た。日本の美徳は大切にしながらも、グローバル社会で必要な意見を伝える
力をしっかりと身につけることは、これからの社会を強かに生き抜く若者に
は必要なことなのだと思う。
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書評

　沖縄の基地問題が取りざたされると、必ず「アメリカ海兵隊」という単語
を耳にする。ただ、海兵隊という単語は良く耳にするけれど、その組織につ
いてはそれほど理解されていないのが現状ではないだろうか。この本はアメ
リカ海兵隊について、歴史から海兵隊の意義、そして軍隊と言う非営利の組
織の自己革新の方法や動機につい述べている。

　この本を読むまで全く知らなかったが、意外なことに海兵隊は常に不要論
と共にその存続が危ぶまれてきた組織であるらしい。確かに、アメリカ以外
の国は海兵隊を保持していないし、海兵隊は、軍艦も戦車も飛行機も（あの
オスプレイも海兵隊の装備品である）装備している。つまり、海兵隊の装備
は海軍や陸軍で代替可能なのだ。

　では、何故、海兵隊は廃止されず存続し、現在もアメリカの世界展開の中
心的な役割を果たしているのだろうか。そこに著者の海兵隊に対する興味と
組織への分析がある。
　海兵隊は 19 世紀の創設期、軍艦に乗船し、敵の船に乗り移って敵を銃剣
で制圧するという時代を経て、島嶼に上陸し敵を制圧する任務、さらにはヘ
リコプターによる空からの攻撃へと手法を変えていく。時代の変化を読み、
最新のテクノロジーを装備品としてとりいれ（オスプレイもその典型らし
い）、攻撃の手法を変えていく柔軟さが海兵隊を存続させたのだと著者は言
う。そういう変革を可能にさせたのは、海兵隊が常に存続の危機に立たされ
ていたこと（陸海軍からどの時代も廃止論が上がっていた）と、戦場に「ラ
イフルマン（狙撃のプロ）」を送り込むというコアコンセプト（組織に普遍
の価値観）をもっていたからだと結論付けている。

「アメリカ海兵隊」

著者：野中 郁次郎
出版：中公新書
発行：1995 年 11 月



124 125

　絶えず競争にさらされる民間企業とは違い、非営利の組織（軍隊などはそ
の典型）は、悪い意味で保守的で急激な変化を嫌うイメージがあるが、海兵
隊が「自己革新」を遂げられたのは、コアコンセプトを持っていたからだと
著者はいう。もし、著者が言う改革を可能にする組織には、コアコンセプト
が必要で、組織が存続の危機にさらされる状況があるという仮説が本当なら、
現在の様々な組織をこの観点から分析してみるのも面白いだろう。私たちが
行政や会社などの組織を考える上で参考になると思う。

　また最後に、海兵隊では最終的な配属先がヘリコプターの操縦士であって
も戦車兵であっても艦船の乗員であっても、まず、コアコンセプトである「ラ
イフルマン」としての技能と精神を叩き込まれ育成されるという。それが、
陸海空に展開しながらも統合的に、敵の制圧作戦が可能な理由であるとして
いる。さまざまな装備品はいわば手段で、「ライフルマンが敵を制圧する」
という最終目的の達成のために組織運営が構想されている。いわば、企業で
いえば本業が何で、本業を達成するために何をすればいいかという現場主義
が徹底されているともいえる。関係があるのかどうかわからないが、かつて
JR 東海の葛西敬之会長が「JR 東海の社員には新幹線の運転ライセンスを取
得するか、視力などの理由で運転ができない場合は、新幹線の車掌を必ずさ
せる」と著書の中で語っておられたのを思い出す。同根の発想なのだろうか。
　著者の論証の根拠が海兵隊だけなので、一般化できるかどうか疑問だが、
コアコンセプトの保持と組織存立の危機、が組織の「自己革新の源泉」とい
うキーワードは非常に興味ある指摘である。
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　1440 年代にフィレンツェ近くの町で生まれたフランシスコ修道会の修道
士、ルカ・パチョーリが、はじめてヴェネツィア式簿記の論文を出版した。
まさに複式簿記（Double Entry）の考案者である。世界初の簿記の専門書
を著し、複式簿記の体系化と普及に貢献した。ヨーロッパ各地で出版された
簿記の専門書はすべて、パチョーリの論文をもとにしており、現代会計の礎
を築いたのである。
　筆者は 13 世紀後半にイタリアで広まったこのしくみが 21 世紀の世界経済
を支配するに至るまでのいきさつを追うのである。複式簿記の考え方は、今
日では、国民所得統計へと応用されたが、国の富を測る物差しであるＧＮＰ

（国民総生産）やＧＤＰ（国内総生産）は、はたして本当に国の幸福度を測
る指標としてふさわしいのだろうか。
　企業は年に一度、自らの透明性を担保するために、財務諸表を作成して公
表する。これにより企業の行動はチェックされ、市場は効率よく機能すると
されてきた。ところが、これらの公開情報が、企業活動の実態を表している
とは限らない。本書は国民所得の測定に疑問を投げかけている。大気汚染、
タバコの広告、交通事故の犠牲者を運ぶ救急車までもが国民所得の勘定に計
上され、一方で、子どもたちの健康や質の高い教育、遊びの楽しさは考慮さ
れない。またＧＮＰを開発した経済学者のサイモン・クズネッツ本人も、国
民勘定に金銭報酬のない家事労働も含めるべきだと考えていた。
　さらには、会計の世界ではあらゆるものを貨幣価値変換するため、地球が
人間に無償で与えてくれる生存環境には最低限の価値しか見出してこなかっ
た。会計の論理を振りかざすことで地球を傷つけており、簿記には地球の存
亡がかかっていると訴えている。この状況のままでは地球環境の破壊につな
がりかねないため、著者は、今こそアカウンタント（会計士）が自然を会計
に含めることのできる最後の希望の星となりうると主張する。

『バランスシートで読みとく世界経済史』

著者：ジェーン・グリーソン・ホワイト
翻訳：川添 節子
出版：日経 BP 社
発行：2014 年 10 月 15 日

『バランスシートで読みとく世界経済史』


